
　

鎌
倉
市
は
、
認
可
保
育
園

　

鎌
倉
市
は
、
認
可
保
育
園

に
入
れ
な
い
待
機
児
童
解
消

に
入
れ
な
い
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
横
浜
地
方
法
務
局
鎌
倉

て
、
横
浜
地
方
法
務
局
鎌
倉

出
張
所
跡
地
な
ど
に
新
た
な

出
張
所
跡
地
な
ど
に
新
た
な

保
育
所
を
開
設
し
、
第
二
子

保
育
所
を
開
設
し
、
第
二
子

以
降
の
保
育
料
を
無
償
化
す

以
降
の
保
育
料
を
無
償
化
す

る
考
え
を
年
頭
に
示
し
た
。

る
考
え
を
年
頭
に
示
し
た
。

市
議
会
２
月
定
例
会
に
２
０

市
議
会
２
月
定
例
会
に
２
０

１
８
年
度
当
初
予
算
案
と
し

１
８
年
度
当
初
予
算
案
と
し

て
提
出
し
、
４
月
か
ら
の
実

て
提
出
し
、
４
月
か
ら
の
実

施
を
目
指
す
。

施
を
目
指
す
。

　

横
浜
地
方
法
務
局
鎌
倉
出

　

横
浜
地
方
法
務
局
鎌
倉
出

張
所
跡
地
に
つ
い
て
は
、
鎌

張
所
跡
地
に
つ
い
て
は
、
鎌

倉
市
は
昨
年

倉
市
は
昨
年
1010
月
に
管
理
者

月
に
管
理
者

の
関
東
財
務
局
か
ら
土
地

の
関
東
財
務
局
か
ら
土
地

（
１
，６
３
３
㎡
）と
建
物（
延

（
１
，６
３
３
㎡
）と
建
物（
延

べ
床
面
積
７
６
７
・
５
㎡
）を

べ
床
面
積
７
６
７
・
５
㎡
）を

借
り
る
契
約
を
締
結
。
昨
年

借
り
る
契
約
を
締
結
。
昨
年

1111
月
か
ら

月
か
ら
1212
月
に
か
け
て
事

月
に
か
け
て
事

業
所
を
募
集
し
た
。
今
年
３

業
所
を
募
集
し
た
。
今
年
３

月
に
業
者
選
定
後
、
改
修
工

月
に
業
者
選
定
後
、
改
修
工

事
を
行
い
、
来
年
４
月
、
新

事
を
行
い
、
来
年
４
月
、
新

た
な
保
育
所
の
開
設
を
予
定

た
な
保
育
所
の
開
設
を
予
定

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

保
育
の
無
償
化
は
、
現
行

　

保
育
の
無
償
化
は
、
現
行

の
第
二
子
や
１
人
親
家
庭
に

の
第
二
子
や
１
人
親
家
庭
に

対
す
る
保
育
料
半
額
の
制
度

対
す
る
保
育
料
半
額
の
制
度

を
、
４
月
以
降
は
世
帯
の
子

を
、
４
月
以
降
は
世
帯
の
子

ど
も
が
す
べ
て
未
就
学
児
だ

ど
も
が
す
べ
て
未
就
学
児
だ

っ
た
場
合
、
所
得
制
限
な
し

っ
た
場
合
、
所
得
制
限
な
し

で
公
立
や
民
間
の
保
育
所
に

で
公
立
や
民
間
の
保
育
所
に

通
う
第
二
子
以
降
の
保
育
料

通
う
第
二
子
以
降
の
保
育
料

を
無
料
に
す
る
。
市
内
の
認

を
無
料
に
す
る
。
市
内
の
認

可
保
育
所
に
通
う
約
４
７
０

可
保
育
所
に
通
う
約
４
７
０

人
が
対
象
に
な
り
、
市
の
歳

人
が
対
象
に
な
り
、
市
の
歳

入
減
と
支
出
増
は
合
わ
せ
て

入
減
と
支
出
増
は
合
わ
せ
て

１
億
３
千
万
円
程
度
が
見
込

１
億
３
千
万
円
程
度
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
旧
鎌
倉
図
書

　

こ
の
ほ
か
、
旧
鎌
倉
図
書

館
を
活
用
し
た
放
課
後
子
ど

館
を
活
用
し
た
放
課
後
子
ど

も
広
場
お
な
り
・
お
な
り
子

も
広
場
お
な
り
・
お
な
り
子

ど
も
の
家
開
設
に
向
け
た
改

ど
も
の
家
開
設
に
向
け
た
改

修
工
事
も
来
年
以
降
、
計
画

修
工
事
も
来
年
以
降
、
計
画

さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　

松
尾
市
長
は
「
子
ど
も
の

　

松
尾
市
長
は
「
子
ど
も
の

元
気
な
声
が
響
き
笑
顔
あ
ふ

元
気
な
声
が
響
き
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
全
て

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
全
て

の
市
民
が
生
き
生
き
と
楽
し

の
市
民
が
生
き
生
き
と
楽
し

く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

『
共
生
社
会
』
の
実
現
」
を

『
共
生
社
会
』
の
実
現
」
を

目
指
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ

目
指
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

鎌
倉
市
関
谷
の
畑
の
一
角
で
玉
縄
桜
が

　

鎌
倉
市
関
谷
の
畑
の
一
角
で
玉
縄
桜
が

咲
き
始
め
た

咲
き
始
め
た
＝
写
真

＝
写
真
。
昨
年
よ
り

。
昨
年
よ
り
1010
日
ほ
日
ほ

ど
早
く
、
１
月

ど
早
く
、
１
月
1010

日
ご
ろ
開
花
し

日
ご
ろ
開
花
し

た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
に
似
た
白
い
花

ノ
に
似
た
白
い
花

は
お
よ
そ
１
カ
月

は
お
よ
そ
１
カ
月

に
わ
た
っ
て
観
賞

に
わ
た
っ
て
観
賞

で
き
る
。

で
き
る
。

　

玉
縄
桜
は
神
奈

　

玉
縄
桜
は
神
奈

川
県
立
フ
ラ
ワ
ー

川
県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
大
船
植

セ
ン
タ
ー
大
船
植

物
園
生
ま
れ
の
サ
ク
ラ
で
、
地
元
の
有
志

物
園
生
ま
れ
の
サ
ク
ラ
で
、
地
元
の
有
志

ら
が
鎌
倉
・
玉
縄
地
域
の
〝
宝
物
〞
と
し

ら
が
鎌
倉
・
玉
縄
地
域
の
〝
宝
物
〞
と
し

　

武
家
の
古
都
、
鎌
倉
。
そ

　

武
家
の
古
都
、
鎌
倉
。
そ

の
武
家
の
精
神
を
支
え
、
受

の
武
家
の
精
神
を
支
え
、
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
が
禅
宗
で

け
入
れ
ら
れ
た
の
が
禅
宗
で

あ
り
、
こ
こ
建
長
寺
は
中
国

あ
り
、
こ
こ
建
長
寺
は
中
国

か
ら
禅
が
直
輸
入
さ
れ
た
一

か
ら
禅
が
直
輸
入
さ
れ
た
一

大
禅
道
場
で
あ
り
ま
す
。

大
禅
道
場
で
あ
り
ま
す
。

建
長
寺
の
数
々
の
文
化
財
や

建
長
寺
の
数
々
の
文
化
財
や

名
宝
名
物
は
数
知
れ
な
い
が

名
宝
名
物
は
数
知
れ
な
い
が

今
回
の
御
仏
は
可
愛
ら
し
い

今
回
の
御
仏
は
可
愛
ら
し
い

八は
っ
ぴ

は
っ
ぴ臂
弁べ

ん
ざ
い
て
ん

べ
ん
ざ
い
て
ん

財
天
財
天
で
あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。

　

八
臂
と
は
頭
上
に
宇
賀

　

八
臂
と
は
頭
上
に
宇
賀

神
を
い
だ
き
、
八
本
の
臂

神
を
い
だ
き
、
八
本
の
臂

（
腕
）
に
は
、
弓
・
矢
・
剣

（
腕
）
に
は
、
弓
・
矢
・
剣

・
宝
珠
・
輪
宝
・
矛
・
長
杵

・
宝
珠
・
輪
宝
・
矛
・
長
杵

・
鍵
棒
を
持
っ
て
い
る
。

・
鍵
棒
を
持
っ
て
い
る
。

　

弁
才
天
と
は
俗
に
言
う
音

　

弁
才
天
と
は
俗
に
言
う
音

楽
・
弁
才
、
財
福
、
智
慧
の

楽
・
弁
才
、
財
福
、
智
慧
の

徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

元
来
、
弁
財
天
で
は
な
く
弁

元
来
、
弁
財
天
で
は
な
く
弁

才
天
（
わ
き
ま
え
る
こ
と
、

才
天
（
わ
き
ま
え
る
こ
と
、

弁
舌
の
才
能
）
が
正
し
い
。

弁
舌
の
才
能
）
が
正
し
い
。

し
か
し
時
の
流
れ
か
、
人
の

し
か
し
時
の
流
れ
か
、
人
の

欲
か
財
福
の
御
利
益
信
仰
と

欲
か
財
福
の
御
利
益
信
仰
と

し
て
弁
財
天
と
呼
ば
れ
る
こ

し
て
弁
財
天
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
弁
才
天

と
が
多
く
な
っ
た
。
弁
才
天

は
よ
く
天
女
型
と
い
わ
れ
る

は
よ
く
天
女
型
と
い
わ
れ
る

が
建
長
寺
の
八
臂
弁
財
天
は

が
建
長
寺
の
八
臂
弁
財
天
は

ぽ
っ
ち
ゃ
り
系
で
福
与
か

ぽ
っ
ち
ゃ
り
系
で
福
与
か

（
ふ
く
よ
か
）
で
す
。

（
ふ
く
よ
か
）
で
す
。

　

像
は
元
、
建
長
寺
塔
頭
の

　

像
は
元
、
建
長
寺
塔
頭
の

玉
雲
庵
（
廃
寺
・
現
、鎌
倉
学

玉
雲
庵
（
廃
寺
・
現
、鎌
倉
学

園
辺
り
）
管
理
の
杉
谷
弁
天

園
辺
り
）
管
理
の
杉
谷
弁
天

社
（
廃
・
現
、龍
峰
院
入
口
付

社
（
廃
・
現
、龍
峰
院
入
口
付

近
）
に
安
置
さ
れ
て
い
た
そ

近
）
に
安
置
さ
れ
て
い
た
そ

う
だ
が
、
１
９
２
３
年（
大

う
だ
が
、
１
９
２
３
年（
大

正
1212
）の
震
災
で
社
は
倒
壊

）の
震
災
で
社
は
倒
壊

し
像
の
み
残
っ
た
。
弁
才
天

し
像
の
み
残
っ
た
。
弁
才
天

は
イ
ン
ド
で
は
河
の
女
神
、

は
イ
ン
ド
で
は
河
の
女
神
、

水
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
日

水
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
日

本
に
至
っ
て
も
同
様
に
水
の

本
に
至
っ
て
も
同
様
に
水
の

神
、
海
の
神
と
し
て
祀
ら

神
、
海
の
神
と
し
て
祀
ら

れ
、
江
ノ
島
神
社
、
江
の
島

れ
、
江
ノ
島
神
社
、
江
の
島

弁
財
天
は
有
名
で
、
弁
才
、

弁
財
天
は
有
名
で
、
弁
才
、

弁
舌
の
才
能
か
ら
芸
能
の
神

弁
舌
の
才
能
か
ら
芸
能
の
神

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

実
は
建
長
寺
と
江
ノ
島
弁

　

実
は
建
長
寺
と
江
ノ
島
弁

才
天
に
面
白
い
逸
話
が
残
っ

才
天
に
面
白
い
逸
話
が
残
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

建
長
寺
の

建
長
寺
の

開
山
大
覚

開
山
大
覚

禅
師
が
大

禅
師
が
大

船
の
常
楽

船
の
常
楽

寺
に
居
た

寺
に
居
た

頃
、
禅
師

頃
、
禅
師

の
給
仕
役

の
給
仕
役

を
つ
と
め

を
つ
と
め

て
い
た
童

て
い
た
童

子
（
乙
護

子
（
乙
護

童
子
・
男

童
子
・
男

子
）
が
と
て
も
か
わ
い
く
忠

子
）
が
と
て
も
か
わ
い
く
忠

実
に
仕
え
て
い
た
が
、
そ
の

実
に
仕
え
て
い
た
が
、
そ
の

仲
睦
ま
じ
い
姿
を
み
て
嫉
妬

仲
睦
ま
じ
い
姿
を
み
て
嫉
妬

し
た
江
ノ
島
の
弁
才
天
が
そ

し
た
江
ノ
島
の
弁
才
天
が
そ

の
童
子
に
い
た
ず
ら
を
す

の
童
子
に
い
た
ず
ら
を
す

る
。
童
子
を
女
身
に
変
え
て

る
。
童
子
を
女
身
に
変
え
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
す
る
と
開

し
ま
っ
た
の
だ
。
す
る
と
開

山
禅
師
が
美
女
を
寵
愛
し
て

山
禅
師
が
美
女
を
寵
愛
し
て

い
る
と
世
間
の
噂
と
な
っ
て

い
る
と
世
間
の
噂
と
な
っ
て

し
ま
う
。
童
子
は
自
ら
潔
白

し
ま
う
。
童
子
は
自
ら
潔
白

を
示
そ
う
と
、
に
わ
か
に
白

を
示
そ
う
と
、
に
わ
か
に
白

蛇
と
化
し
、
道
隆
の
潔
白
を

蛇
と
化
し
、
道
隆
の
潔
白
を

証
明
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は

証
明
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は

庭
の
銀
杏
の
木
を
七
巻
半
し

庭
の
銀
杏
の
木
を
七
巻
半
し

て
も
な
お
尾
が
池
（
お
叩
き

て
も
な
お
尾
が
池
（
お
叩
き

の
池
）
に
届
く
ほ
ど
で
あ
っ

の
池
）
に
届
く
ほ
ど
で
あ
っ

た
と
い
う
。

た
と
い
う
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

像
高
像
高
3434
㎝
。江
戸
時
代
。拝
観

㎝
。江
戸
時
代
。拝
観

は
1111
月
の
宝
物
風
入
の
み
。

月
の
宝
物
風
入
の
み
。

　

▼
節
分
祭

▼
節
分
祭
１
日
１
日
1414
時
頃
、

時
頃
、

大
船
観
音
寺
。
３
日

大
船
観
音
寺
。
３
日
1010
時
、
時
、

森
戸
神
社
（
葉
山
）
。

森
戸
神
社
（
葉
山
）
。
1111

時
、
建
長
寺
。
正
午
、
長
谷

時
、
建
長
寺
。
正
午
、
長
谷

寺
。
寺
。
1313
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

1313
時
半
・

時
半
・
1515
時
、
遊
行
寺

時
、
遊
行
寺

（
藤
沢
）
。

（
藤
沢
）
。
1414
時
、
龍
口

時
、
龍
口

寺
。
寺
。
1515
時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡

時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡

八
幡
宮
（
逗
子
）
。

八
幡
宮
（
逗
子
）
。

　

▼
初
午
祭

▼
初
午
祭
７
日
正
午
、
佐

７
日
正
午
、
佐

助
稲
荷
。

助
稲
荷
。
1414
時
、
鶴
岡
八
幡

時
、
鶴
岡
八
幡

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

　

▼
針
供
養

▼
針
供
養
８
日
８
日
1010
時
半
、

時
半
、

荏
柄
天
神
社
。

荏
柄
天
神
社
。

　

▼
紀
元
祭

▼
紀
元
祭
1111
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

　

▼
大
国
祷
会
成
満
祭

▼
大
国
祷
会
成
満
祭
1111

日
、
長
勝
寺
。

日
、
長
勝
寺
。
1010
時
半
水

時
半
水

行
。
行
。

　

▼
涅
槃
会

▼
涅
槃
会
1515
日
1010
時
、
建

時
、
建

長
寺
。

長
寺
。
1313
時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。
1414

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺
院
。

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺
院
。

釈
迦
入
滅
の
法
会
。

釈
迦
入
滅
の
法
会
。

　

▼
祈
年
祭

▼
祈
年
祭
1717
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　

文
章
や
名
前
を
実

　

文
章
や
名
前
を
実

際
に
声
に
出
す
こ
と

際
に
声
に
出
す
こ
と

に
よ
り
、
間
違
い
に

に
よ
り
、
間
違
い
に

気
が
つ
く
と
い
う
こ

気
が
つ
く
と
い
う
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す

と
が
よ
く
あ
り
ま
す

▼
全
国
の
書
店
か
ら
電
話
注

▼
全
国
の
書
店
か
ら
電
話
注

文
を
受
け
る
際
に
、
書
名
の

文
を
受
け
る
際
に
、
書
名
の

読
み
間
違
え
が
見
受
け
ら
れ

読
み
間
違
え
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
▼
例
え
ば
、
鎌
倉
に
も

ま
す
▼
例
え
ば
、
鎌
倉
に
も

関
係
あ
る
人
物
『
新
渡
戸
稲

関
係
あ
る
人
物
『
新
渡
戸
稲

造
も
の
が
た
り
』
。「
し
ん

造
も
の
が
た
り
』
。「
し
ん

わ
た
り
と
い
な
ぞ
う
」
と
読

わ
た
り
と
い
な
ぞ
う
」
と
読

ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、「
以

ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、「
以

前
の
五
千
円
札
の
人
で
す

前
の
五
千
円
札
の
人
で
す

よ
」
と
伝
え
て
読
み
方
を
教

よ
」
と
伝
え
て
読
み
方
を
教

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼
小

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼
小

学
生
の
頃
に
御
成
、
佐
助
な

学
生
の
頃
に
御
成
、
佐
助
な

ど
の
地
名
に
関
し
て
、
イ
ン

ど
の
地
名
に
関
し
て
、
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
指

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ

摘
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
▼
由
比
ヶ
浜
・
由
比

れ
ま
す
▼
由
比
ヶ
浜
・
由
比

ガ
浜
、
浄
妙
寺
・
浄
明
寺
な

ガ
浜
、
浄
妙
寺
・
浄
明
寺
な

ど
、
表
記
の
違
い
に
関
し
て

ど
、
表
記
の
違
い
に
関
し
て

は
文
字
媒
体
で
伝
え
る
こ
と

は
文
字
媒
体
で
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
イ
ン
ト
ネ

が
で
き
ま
す
が
、
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
部
分
を
継
承
す

ー
シ
ョ
ン
の
部
分
を
継
承
す

る
難
し
さ
と
大
切
さ
を
感
じ

る
難
し
さ
と
大
切
さ
を
感
じ

ま
す
。

ま
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

て
広
め
た
い
と
の
思
い
で
、
当
時
の
園
長

て
広
め
た
い
と
の
思
い
で
、
当
時
の
園
長

に
お
願
い
し
て
苗
木
（
挿
し
木
）
の
作
り

に
お
願
い
し
て
苗
木
（
挿
し
木
）
の
作
り

方
の
指
導
を
し
て

方
の
指
導
を
し
て

も
ら
う
一
方
、
会
員

も
ら
う
一
方
、
会
員

を
募
り
、「
里
親
制

を
募
り
、「
里
親
制

度
」
を
設
け
、
各
地

度
」
を
設
け
、
各
地

に
植
樹
し
、
広
め
る

に
植
樹
し
、
広
め
る

活
動
を
し
て
き
た
。

活
動
を
し
て
き
た
。

　

現
在
、
フ
ラ
ワ
ー

　

現
在
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
大
船
植
物

セ
ン
タ
ー
大
船
植
物

園
園
内
に

園
園
内
に
1919
本
植
本
植

え
ら
れ
て
い
る
ほ

え
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
鎌
倉
を
中
心
に
日
本
全
国
に
植
え
ら

か
、
鎌
倉
を
中
心
に
日
本
全
国
に
植
え
ら

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

子
育
て
支
援　

強
化

子
育
て
支
援　

強
化

２２月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7878）

建
長
寺　

八
臂
弁
財
天
像

建
長
寺　

八
臂
弁
財
天
像

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

新
た
な
保
育
所
開
設

新
た
な
保
育
所
開
設

第
二
子
以
降

第
二
子
以
降 

保
育
無
償
化

保
育
無
償
化
鎌倉市鎌倉市

保育所が新設される横浜地方保育所が新設される横浜地方
法務局鎌倉出張所跡地法務局鎌倉出張所跡地

昨年11月開所した由比ガ浜こどもセンター昨年11月開所した由比ガ浜こどもセンター

早春を彩る早春を彩る
玉縄桜１月開花玉縄桜１月開花
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